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(57)【要約】
【課題】ガスタービンにおいて、冷却装置を大型化する 
ことなく、再循環排気ガスを要求される温度にまで冷却 
すること。
【解決手段】ガスタービン１０の燃焼室７４から排出さ 
れる排気ガスの一部を燃焼室７４に供給する排気再循環 
通路２０の途中に、空冷クーラ３４と、ガスタービン１ 
０の潤滑油による油冷クーラ３６とを設ける。
【選択図】図２

審査請求　未請求　請求項の数　4　　ＯＬ　（全8頁）
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ガ ス タ ー ビ ン の 排 気 ガ ス 再 循 環 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 ガ ス タ ー ビ ン の 燃 焼 器 か ら 排 出 さ れ る 排 気 ガ ス の 一 部 を 前 記 燃 焼 器 に 供 給 す る 排 気  
再 循 環 通 路 と 、
　 前 記 排 気 再 循 環 通 路 の 途 中 に 設 け ら れ 、 前 記 排 気 再 循 環 通 路 を 流 れ る 排 気 ガ ス を 空 気 と  
の 熱 交 換 に よ っ て 冷 却 す る 空 冷 ク ー ラ と 、
　 前 記 排 気 再 循 環 通 路 の 途 中 に 設 け ら れ 、 前 記 排 気 再 循 環 通 路 を 流 れ る 排 気 ガ ス を 前 記 ガ  
ス タ ー ビ ン の 潤 滑 油 と の 熱 交 換 に よ っ て 冷 却 す る 油 冷 ク ー ラ と を 有 す る ガ ス タ ー ビ ン の 排  
気 ガ ス 再 循 環 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 空 冷 ク ー ラ は 前 記 油 冷 ク ー ラ よ り も 上 流 側 に 配 置 さ れ て い る 請 求 項 １ に 記 載 の ガ ス  
タ ー ビ ン の 排 気 ガ ス 再 循 環 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 ガ ス タ ー ビ ン を 外 囲 し 、 前 記 ガ ス タ ー ビ ン と の 間 に フ ァ ン ダ ク ト を 画 定 す る シ ェ ル  
と 、
　 前 記 フ ァ ン ダ ク ト 内 に 冷 却 風 を 発 生 す る べ く 所 定 の 駆 動 源 に よ り 駆 動 さ れ る 送 風 フ ァ ン  
と を 有 し 、
　 前 記 空 冷 ク ー ラ は 前 記 冷 却 風 に よ り 前 記 排 気 ガ ス を 冷 却 す る 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の ガ  
ス タ ー ビ ン の 排 気 ガ ス 再 循 環 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 空 冷 ク ー ラ 及 び 前 記 油 冷 ク ー ラ は 、 前 記 ガ ス タ ー ビ ン の 外 側 に て 、 前 記 ガ ス タ ー ビ  
ン の 周 方 向 に 沿 っ て 配 列 さ れ て い る 請 求 項 １ ～ ３ の 何 れ か 一 項 に 記 載 の ガ ス タ ー ビ ン の 排  
気 ガ ス 再 循 環 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 ガ ス タ ー ビ ン の 排 気 ガ ス 再 循 環 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 ガ ス タ ー ビ ン に お い て 、 ガ ス タ ー ビ ン か ら 排 出 さ れ る 排 気 ガ ス 中 の Ｎ Ｏ Ｘ を 低 減 す る た  
め に 、 排 気 ガ ス の 一 部 を 吸 気 系 に 供 給 す る 排 気 ガ ス 再 循 環 装 置 が 知 ら れ て い る 。 ガ ス タ ー  
ビ ン の 排 気 ガ ス 再 循 環 装 置 で は 、 吸 気 系 に 供 給 す る 排 気 ガ ス （ 以 下 、 再 循 環 排 気 ガ ス と 言  
う こ と が あ る ） が ガ ス タ ー ビ ン の 燃 焼 プ ロ セ ス に 悪 影 響 を 与 え な い よ う に 、 再 循 環 排 気 ガ  
ス を 冷 却 装 置 に よ っ て 冷 却 す る こ と が 行 わ れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 、 ２ ） 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 許 第 ５ ７ １ ５ ７ ５ ３ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 許 第 ５ ７ ８ ７ ８ ３ ８ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 ガ ス タ ー ビ ン か ら 排 出 さ れ る 排 気 ガ ス は 高 温 で あ る た め 、 再 循 環 排 気 ガ ス を 、 ガ ス タ ー  
ビ ン の 燃 焼 プ ロ セ ス に 悪 影 響 を 与 え な い 温 度 に ま で 冷 却 す る た め に は 、 大 型 の 冷 却 装 置 が  
必 要 に な る 。 し か し 、 大 型 の 冷 却 装 置 を 設 け る と 、 排 気 ガ ス 再 循 環 装 置 の コ ス ト 及 び 重 量  
が 増 加 し 、 ス ペ ー ス 効 率 も 低 下 す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 、 以 上 の 背 景 に 鑑 み 、 冷 却 装 置 を 大 型 化 す る こ と な く 、 再 循 環 排 気 ガ ス を 要 求  
さ れ る 温 度 に ま で 冷 却 す る こ と を 課 題 と す る 。
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【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 本 発 明 の あ る 態 様 は 、 ガ ス タ ー ビ ン （ １ ０ ） の 排 気 ガ ス 再 循  
環 装 置 で あ っ て 、 前 記 ガ ス タ ー ビ ン の 燃 焼 器 （ １ ８ ） か ら 排 出 さ れ る 排 気 ガ ス の 一 部 を 前  
記 燃 焼 器 に 供 給 す る 排 気 再 循 環 通 路 （ ３ ２ ） と 、 前 記 排 気 再 循 環 通 路 の 途 中 に 設 け ら れ 、  
前 記 排 気 再 循 環 通 路 を 流 れ る 排 気 ガ ス を 空 気 と の 熱 交 換 に よ っ て 冷 却 す る 空 冷 ク ー ラ （ ３  
４ ） と 、 前 記 排 気 再 循 環 通 路 の 途 中 に 設 け ら れ 、 前 記 排 気 再 循 環 通 路 を 流 れ る 排 気 ガ ス を  
前 記 ガ ス タ ー ビ ン の 潤 滑 油 と の 熱 交 換 に よ っ て 冷 却 す る 油 冷 ク ー ラ （ ３ ６ ） と を 有 す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ の 態 様 に よ れ ば 、 空 冷 ク ー ラ だ け で あ る 場 合 、 或 い は 油 冷 ク ー ラ だ け で あ る 場 合 に 比  
し て 冷 却 装 置 を 大 型 化 す る こ と な く 、 再 循 環 排 気 ガ ス が 要 求 さ れ る 温 度 に ま で 冷 却 さ れ る  
。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 上 記 の 態 様 に お い て 、 好 ま し く は 、 前 記 空 冷 ク ー ラ は 前 記 排 気 再 循 環 通 路 を 流 れ る 排 気  
ガ ス の 流 れ で 見 て 前 記 油 冷 ク ー ラ よ り も 上 流 に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ の 態 様 に よ れ ば 、 油 冷 ク ー ラ に は 空 冷 ク ー ラ に よ っ て 冷 却 さ れ た 排 気 ガ ス が 流 れ る か  
ら 、 油 冷 ク ー ラ が 空 冷 ク ー ラ よ り 上 流 側 に あ る 場 合 に 比 し て 油 冷 ク ー ラ の 冷 却 負 荷 が 低 減  
さ れ る 。 こ れ に よ り 、 油 冷 ク ー ラ の 小 型 化 が 図 ら れ る と 共 に ガ ス タ ー ビ ン の 潤 滑 油 が 過 剰  
に 高 温 に な る こ と が 回 避 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 上 記 の 態 様 に お い て 、 好 ま し く は 、 前 記 ガ ス タ ー ビ ン を 外 囲 し 、 前 記 ガ ス タ ー ビ ン と の  
間 に フ ァ ン ダ ク ト （ ４ ４ ） を 画 定 す る シ ェ ル （ ４ ２ ） と 、 前 記 フ ァ ン ダ ク ト 内 に 冷 却 風 を  
発 生 す る べ く 所 定 の 駆 動 源 に よ り 駆 動 さ れ る 送 風 フ ァ ン （ ４ ８ ） と を 有 し 、 前 記 空 冷 ク ー  
ラ は 前 記 冷 却 風 に よ り 前 記 排 気 ガ ス を 冷 却 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 こ の 態 様 に よ れ ば 、 空 冷 ク ー ラ に よ る 排 気 ガ ス の 冷 却 効 率 が 向 上 し 、 空 冷 ク ー ラ の 小 型  
化 が 図 ら れ る 。 或 い は 、 空 冷 ク ー ラ に よ る 排 気 ガ ス の 温 度 低 下 量 が 大 き く な り 、 油 冷 ク ー  
ラ の 小 型 化 が 図 ら れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 上 記 の 態 様 に お い て 、 好 ま し く は 、 前 記 空 冷 ク ー ラ 及 び 前 記 油 冷 ク ー ラ は 、 前 記 ガ ス タ  
ー ビ ン の 外 側 に て 、 前 記 ガ ス タ ー ビ ン の 周 方 向 に 沿 っ て 配 列 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 こ の 態 様 に よ れ ば 、 ガ ス タ ー ビ ン の 外 方 に 設 け ら れ る 空 冷 ク ー ラ 及 び 油 冷 ク ー ラ の 配 置  
の た め の 占 有 ス ペ ー ス 、 特 に 径 方 向 ス ペ ー ス が 、 空 冷 ク ー ラ 及 び 油 冷 ク ー ラ が ガ ス タ ー ビ  
ン の 径 方 向 に 沿 っ て 配 列 さ れ て い る 場 合 に 比 し て 小 さ く て 済 む 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 以 上 の 態 様 に よ れ ば 、 冷 却 装 置 を 大 型 化 す る こ と な く 、 再 循 環 排 気 ガ ス を 要 求 さ れ る 温  
度 に ま で 冷 却 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ５ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に よ る 排 気 ガ ス 再 循 環 装 置 を 取 り 付 け ら れ た ガ ス タ ー ビ ン の 一 つ の 実 施 形  
態 を 示 す 概 略 図
【 図 ２ 】 本 実 施 形 態 の 排 気 ガ ス 再 循 環 装 置 を 取 り 付 け ら れ た ガ ス タ ー ビ ン の 断 面 図
【 図 ３ 】 他 の 実 施 形 態 の 排 気 ガ ス 再 循 環 装 置 を 取 り 付 け ら れ た ガ ス タ ー ビ ン の 断 面 図
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 以 下 、 図 面 を 参 照 し て 、 本 発 明 に 係 る ガ ス タ ー ビ ン の 排 気 ガ ス 再 循 環 装 置 の 実 施 形 態 に  
つ い て 説 明 す る 。
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【 ０ ０ １ ７ 】
　 先 ず 、 図 １ を 参 照 し て 本 実 施 形 態 の 排 気 ガ ス 再 循 環 装 置 を 取 り 付 け ら れ た ガ ス タ ー ビ ン  
の 概 要 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ガ ス タ ー ビ ン １ ０ は 、 回 転 軸 １ ２ に よ っ て 互 い に 同 軸 上 に 連 結 さ れ た コ ン プ レ ッ サ １ ４  
及 び タ ー ビ ン １ ６ と 、 燃 焼 器 １ ８ と を 有 す る 。 コ ン プ レ ッ サ １ ４ は 、 吸 入 空 気 を 圧 縮 加 圧  
し 、 圧 縮 加 圧 さ れ た 吸 入 空 気 を 吸 気 （ 抽 気 ） 通 路 ２ ０ に よ っ て 燃 焼 器 １ ８ に 供 給 す る 。 燃  
焼 器 １ ８ は 、 吸 入 空 気 と 燃 料 と の 混 合 気 を 燃 焼 さ せ 、 高 圧 の 燃 焼 ガ ス を 発 生 す る 。 燃 焼 ガ  
ス は タ ー ビ ン １ ６ を 回 転 駆 動 す る 。 タ ー ビ ン １ ６ を 回 転 駆 動 し た 燃 焼 ガ ス は 排 気 ガ ス と し  
て 排 気 ガ ス 通 路 ２ ２ か ら 大 気 中 に 排 出 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 タ ー ビ ン １ ６ の 出 力 軸 ２ ４ に は 発 電 機 ２ ６ が 連 結 さ れ て い る 。 こ れ に よ り 、 発 電 機 ２ ６  
は ガ ス タ ー ビ ン １ ０ に よ っ て 回 転 駆 動 さ れ 、 発 電 を 行 う 。 ガ ス タ ー ビ ン １ ０ は 発 電 機 ２ ６  
と 共 に ガ ス タ ー ビ ン 発 電 プ ラ ン ト を な す 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ガ ス タ ー ビ ン １ ０ に は 排 気 再 循 環 装 置 ３ ０ が 取 り 付 け ら れ て い る 。 排 気 再 循 環 装 置 ３ ０  
は 、 排 気 ガ ス 通 路 ２ ２ か ら 排 気 ガ ス の 一 部 （ 再 循 環 排 気 ガ ス ） を 吸 気 通 路 ２ ０ に 供 給 す る  
排 気 再 循 環 通 路 （ Ｅ Ｇ Ｒ 通 路 ） ３ ２ を 有 す る 。 Ｅ Ｇ Ｒ 通 路 ３ ２ の 途 中 に は 、 排 気 再 循 環 通  
路 ３ ２ を 流 れ る 排 気 ガ ス の 流 れ で 見 て 上 流 側 か ら 順 に 、 空 冷 ク ー ラ ３ ４ 、 油 冷 ク ー ラ ３ ６  
及 び Ｅ Ｇ Ｒ 制 御 弁 ３ ８ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 空 冷 ク ー ラ ３ ４ は Ｅ Ｇ Ｒ 通 路 ３ ２ を 流 れ る 再 循 環 排 気 ガ ス を 空 気 （ 冷 却 空 気 ） と の 熱 交  
換 に よ っ て 冷 却 す る 。 空 冷 ク ー ラ ３ ４ と し て は 、 ラ ジ エ ー タ や 、 再 循 環 排 気 ガ ス が 流 れ る  
複 数 の パ イ プ が 各 々 冷 却 空 気 流 に 曝 さ れ る よ う に 互 い に 並 列 接 続 さ れ た 構 造 の も の が 用 い  
ら れ て よ い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 こ れ に よ り 、 Ｅ Ｇ Ｒ 通 路 ３ ２ を 流 れ る 再 循 環 排 気 ガ ス は 、 先 ず 、 空 冷 ク ー ラ ３ ４ に よ っ  
て 冷 却 さ れ 、 そ の 後 に 、 油 冷 ク ー ラ ３ ６ に よ っ て 冷 却 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 油 冷 ク ー ラ ３ ６ は 、 Ｅ Ｇ Ｒ 通 路 ３ ２ を 流 れ る 再 循 環 排 気 ガ ス を ガ ス タ ー ビ ン １ ０ の 潤 滑  
油 と の 熱 交 換 に よ っ て 冷 却 す る 。 ガ ス タ ー ビ ン １ ０ の 潤 滑 油 は 、 ガ ス タ ー ビ ン １ ０ の 内 部  
を 循 環 し 、 ガ ス タ ー ビ ン １ ０ の 回 転 部 の 軸 受 等 の 潤 滑 を 行 う 。 油 冷 ク ー ラ ３ ６ と し て は 、  
潤 滑 油 が 流 れ る 複 数 の パ イ プ が 各 々 再 循 環 排 気 ガ ス に 曝 さ れ る よ う に 互 い に 並 列 接 続 さ れ  
た 構 造 の も の が 用 い ら れ て よ い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 Ｅ Ｇ Ｒ 制 御 弁 ３ ８ は 、 電 磁 式 の 流 量 制 御 弁 で あ り 、 Ｅ Ｇ Ｒ 制 御 装 置 ４ ０ に よ り 制 御 さ れ  
る 。 Ｅ Ｇ Ｒ 制 御 装 置 ４ ０ は 、 電 子 制 御 式 の も の で あ り 、 ガ ス タ ー ビ ン １ ０ の 運 転 状 態 に 応  
じ た 流 量 を も っ て 排 気 ガ ス 再 循 環 が 行 わ れ る べ く 、 Ｅ Ｇ Ｒ 制 御 弁 ３ ８ を 制 御 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 こ れ に よ り 、 Ｅ Ｇ Ｒ 通 路 ３ ２ を 流 れ る 再 循 環 排 気 ガ ス は 、 先 ず 、 空 冷 ク ー ラ ３ ４ に よ っ  
て 冷 却 さ れ 、 そ の 後 に 油 冷 ク ー ラ ３ ６ に よ っ て 冷 却 さ れ る 。 こ の 再 循 環 排 気 ガ ス は 空 冷 ク  
ー ラ ３ ４ 及 び 油 冷 ク ー ラ ３ ６ に よ っ て 冷 却 さ れ た 後 に Ｅ Ｇ Ｒ 制 御 弁 ３ ８ に よ っ て 流 量 を 調  
節 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ガ ス タ ー ビ ン １ ０ は 筒 状 の シ ェ ル ４ ２ 内 に 配 置 さ れ て い る 。 シ ェ ル ４ ２ は 、 ガ ス タ ー ビ  
ン １ ０ を 外 囲 し 、 ガ ス タ ー ビ ン １ ０ と の 間 に フ ァ ン ダ ク ト （ 冷 却 風 通 路 ） ４ ４ を 画 定 し て  
い る 。 フ ァ ン ダ ク ト ４ ４ に は 空 冷 ク ー ラ ３ ４ 及 び 油 冷 ク ー ラ ３ ６ が 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 フ ァ ン ダ ク ト ４ ４ 内 に は 、 発 電 機 ２ ６ の 回 転 軸 ４ ６ 、 換 言 す る と 、 タ ー ビ ン １ ６ に よ っ  
て 回 転 駆 動 さ れ る 送 風 フ ァ ン ４ ８ が 設 け ら れ て い る 。 送 風 フ ァ ン ４ ８ は フ ァ ン ダ ク ト ４ ４  
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内 に 冷 却 風 を 発 生 す る 。 冷 却 風 は 空 冷 ク ー ラ ３ ４ へ 向 け て 流 れ る 。 空 冷 ク ー ラ ３ ４ は 送 風  
フ ァ ン ４ ８ が 発 生 す る 冷 却 風 に よ り 強 制 空 冷 式 に 再 循 環 排 気 ガ ス を 冷 却 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 こ れ に よ り 空 冷 ク ー ラ ３ ４ の 冷 却 効 率 が 向 上 し 、 空 冷 ク ー ラ ３ ４ の 小 型 化 が 図 ら れ る 。  
或 い は 、 空 冷 ク ー ラ ３ ４ に よ る 排 気 ガ ス の 温 度 低 下 量 が 大 き く な り 、 油 冷 ク ー ラ ３ ６ の 小  
型 化 が 図 ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 次 に 、 図 ２ を 参 照 し て 本 実 施 形 態 の 排 気 ガ ス 再 循 環 装 置 を 取 り 付 け ら れ た ガ ス タ ー ビ ン  
の 構 成 を 詳 細 に 説 明 す る 。 な お 、 図 ２ に お い て 、 図 １ に 対 応 す る 部 分 は 、 図 １ に 付 し た 符  
号 と 同 一 の 符 号 を 付 け て 、 そ の 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ガ ス タ ー ビ ン １ ０ は 、 軸 線 方 向 に 順 に 連 結 さ れ た 前 部 端 板 ５ ０ と 前 部 ハ ウ ジ ン グ ５ ２ と  
中 間 ハ ウ ジ ン グ ５ ４ と 後 部 ハ ウ ジ ン グ ５ ６ と を 有 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 コ ン プ レ ッ サ １ ４ は 、 遠 心 式 の も の で あ り 、 前 部 ハ ウ ジ ン グ ５ ２ に 取 り 付 け ら れ て コ ン  
プ レ ッ サ 室 ５ ８ を 画 定 す る コ ン プ レ ッ サ ハ ウ ジ ン グ ６ ０ 及 び 抽 気 出 口 ６ ２ を 画 定 す る 抽 気  
出 口 部 材 ６ ４ と 、 前 部 端 板 ５ ０ に 取 り 付 け ら れ た 空 気 取 入 案 内 部 材 ６ ６ と を 有 す る 。 空 気  
取 入 案 内 部 材 ６ ６ は コ ン プ レ ッ サ ハ ウ ジ ン グ ６ ０ と 協 働 し て 空 気 取 入 口 ６ ８ を 画 定 し て い  
る 。 コ ン プ レ ッ サ 室 ５ ８ に は 回 転 軸 １ ２ に 取 り 付 け ら れ た コ ン プ レ ッ サ ホ イ ー ル ７ ０ が 回  
転 可 能 に 配 置 さ れ て い る 。 コ ン プ レ ッ サ ホ イ ー ル ７ ０ は 回 転 軸 １ ２ に よ り 回 転 駆 動 さ れ る  
。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 抽 気 出 口 部 材 ６ ４ に は デ ィ フ ュ ー ザ ７ ２ が 取 り 付 け ら れ て い る 。 後 部 ハ ウ ジ ン グ ５ ６ 内  
に は ガ ス タ ー ビ ン １ ０ の 中 心 軸 線 周 り に 複 数 の 燃 焼 器 １ ８ が 設 け ら れ て い る 。 各 燃 焼 器 １  
８ は 燃 焼 室 ７ ４ を 画 定 し て い る 。 各 燃 焼 器 １ ８ に は 噴 射 ノ ズ ル ７ ７ が 取 り 付 け ら れ て い る  
。 噴 射 ノ ズ ル ７ ７ は 燃 焼 室 ７ ４ に 燃 料 を 噴 射 す る 。 後 部 ハ ウ ジ ン グ ５ ６ は デ ィ フ ュ ー ザ ７  
２ か ら 各 燃 焼 器 １ ８ の 吸 気 取 入 口 ７ ５ に 吸 気 （ 抽 気 ） を 導 く 吸 気 通 路 ２ ０ を 画 定 し て い る  
。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 各 燃 焼 室 ７ ４ で は 、 噴 射 ノ ズ ル ７ ７ に よ り 燃 焼 室 ７ ４ に 噴 射 さ れ た 燃 料 と コ ン プ レ ッ サ  
１ ４ か ら の 吸 入 空 気 と の 混 合 気 が 燃 焼 し 、 高 圧 の 燃 焼 ガ ス が 発 生 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 タ ー ビ ン １ ６ は 、 遠 心 式 の も の で あ り 、 後 部 ハ ウ ジ ン グ ５ ６ の 内 側 部 分 に よ っ て 画 定 さ  
れ た タ ー ビ ン 室 ７ ６ を 有 す る 。 タ ー ビ ン 室 ７ ６ は 隔 壁 部 材 ７ ９ に よ っ て コ ン プ レ ッ サ 室 ５  
８ と 隔 て ら れ て い る 。 タ ー ビ ン 室 ７ ６ に は 回 転 軸 １ ２ を 一 体 的 に 有 す る タ ー ビ ン ホ イ ー ル  
８ ０ が 回 転 可 能 に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 タ ー ビ ン ホ イ ー ル ８ ０ は 各 燃 焼 室 ７ ４ か ら タ ー ビ ン 室 ７ ８ に 噴 出 し た 燃 焼 ガ ス を 噴 き 付  
け ら れ る こ と に よ り 回 転 し 、 出 力 軸 ２ ４ を 兼 ね て い る 回 転 軸 １ ２ を 回 転 駆 動 す る 。 タ ー ビ  
ン 室 ７ ８ に 噴 出 し た 燃 焼 ガ ス は 、 タ ー ビ ン ホ イ ー ル ８ ０ の 回 転 に 供 さ れ た の ち 、 排 気 ガ ス  
と し て 後 部 ハ ウ ジ ン グ ５ ６ に 連 結 さ れ て い る 排 気 管 ８ ２ の 排 気 通 路 ８ ４ に 排 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 回 転 軸 １ ２ に は 発 電 機 ２ ６ の ロ ー タ 軸 ８ ６ が 同 軸 に 連 結 さ れ て い る 。 ロ ー タ 軸 ８ ６ は 前  
部 端 板 ５ ０ を 軸 線 方 向 に 貫 通 し て 延 在 し て い る 。 前 部 端 板 ５ ０ は 軸 受 ８ ８ に よ っ て ロ ー タ  
軸 ８ ６ を 回 転 可 能 に 支 持 し て い る 。 こ れ に よ り 、 回 転 軸 １ ２ は ロ ー タ 軸 ８ ６ を 介 し て 前 部  
端 板 ５ ０ よ り 回 転 可 能 に 支 持 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 排 気 管 ８ ２ に は Ｅ Ｇ Ｒ の た め の 排 気 ガ ス 取 出 口 ９ ０ が 形 成 さ れ て い る 。 後 部 ハ ウ ジ ン グ  
５ ６ に は Ｅ Ｇ Ｒ の た め の 排 気 ガ ス 供 給 口 ９ ２ が 形 成 さ れ て い る 。 排 気 ガ ス 取 出 口 ９ ０ と 排  
気 ガ ス 供 給 口 ９ ２ と の 間 に は 、 Ｅ Ｇ Ｒ 供 給 管 ９ ４ 、 空 冷 ク ー ラ ３ ４ 、 Ｅ Ｇ Ｒ 供 給 管 ９ ６ 、  
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油 冷 ク ー ラ ３ ６ 、 Ｅ Ｇ Ｒ 供 給 管 ９ ８ 、 Ｅ Ｇ Ｒ 制 御 弁 ３ ８ 及 び Ｅ Ｇ Ｒ 供 給 管 １ ０ ０ が 順 に 接  
続 さ れ て い る 。 Ｅ Ｇ Ｒ 供 給 管 ９ ４ 、 ９ ６ 、 ９ ８ 、 １ ０ ０ が 図 １ の Ｅ Ｇ Ｒ 通 路 ３ ２ を な す 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 こ れ に よ り 、 排 気 通 路 ８ ４ を 流 れ る 排 気 ガ ス の 一 部 が 、 再 循 環 排 気 ガ ス と し て 、 排 気 ガ  
ス 取 出 口 ９ ０ か ら Ｅ Ｇ Ｒ 供 給 管 ９ ４ 、 空 冷 ク ー ラ ３ ４ 、 Ｅ Ｇ Ｒ 供 給 管 ９ ６ 、 油 冷 ク ー ラ ３  
６ 、 Ｅ Ｇ Ｒ 供 給 管 ９ ８ 、 Ｅ Ｇ Ｒ 制 御 弁 ３ ８ 及 び Ｅ Ｇ Ｒ 供 給 管 １ ０ ０ を 順 に 流 れ て 排 気 ガ ス  
供 給 口 ９ ２ に 至 り 、 吸 気 通 路 ２ ０ に 供 給 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 吸 気 通 路 ２ ０ に 供 給 さ れ る 再 循 環 排 気 ガ ス は 、 吸 気 通 路 ２ ０ を 流 れ る 排 気 ガ ス と 共 に 燃  
焼 室 ７ ４ に 供 給 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 排 気 ガ ス 中 の Ｎ Ｏ ｘ の 低 減 が 図 ら れ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 排 気 ガ ス 取 出 口 ９ ０ か ら Ｅ Ｇ Ｒ 供 給 管 ９ ４ に 取 り 出 さ れ た 再 循 環 排 気 ガ ス は 、 先 ず 空 冷  
ク ー ラ ３ ４ に よ っ て 冷 却 さ れ る 。 空 冷 ク ー ラ ３ ４ に よ っ て 冷 却 さ れ た 再 循 環 排 ガ ス は 、 次  
に 油 冷 ク ー ラ ３ ６ に よ っ て 冷 却 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 こ れ に よ り 、 空 冷 ク ー ラ ３ ４ だ け で あ る 場 合 、 或 い は 油 冷 ク ー ラ ３ ６ だ け で あ る 場 合 に  
比 し て 各 ク ー ラ を 大 型 化 す る こ と な く 、 再 循 環 排 気 ガ ス が 要 求 さ れ る 温 度 に ま で 冷 却 さ れ  
る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 空 冷 ク ー ラ ３ ４ は 、 オ イ ル が 油 冷 ク ー ラ ３ ６ よ り も 軽 量 で あ り 、 大 型 化 さ れ て も 、 油 冷  
ク ー ラ ３ ６ に 比 し て 重 量 増 加 が 少 な い 。 こ の こ と に よ り 、 空 冷 ク ー ラ ３ ４ を 油 冷 ク ー ラ ３  
６ に 比 し て 大 型 化 す る こ と に よ り 、 空 冷 ク ー ラ ３ ４ に よ る 再 循 環 排 気 ガ ス の 冷 却 度 合 い を  
、 油 冷 ク ー ラ ３ ６ に よ る 再 循 環 排 気 ガ ス の 冷 却 度 合 い よ り 大 き く し て も 、 重 量 増 加 を 抑 え  
て 再 循 環 排 気 ガ ス を 要 求 さ れ る 温 度 に ま で 冷 却 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 油 冷 ク ー ラ ３ ６ に は 空 冷 ク ー ラ ３ ４ に よ っ て 冷 却 さ れ た 排 気 ガ ス が 流 れ る か ら 、 油 冷 ク  
ー ラ ３ ６ が 空 冷 ク ー ラ ３ ４ よ り 上 流 側 に あ る 場 合 に 比 し て 油 冷 ク ー ラ ３ ６ の 冷 却 負 荷 が 低  
減 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 油 冷 ク ー ラ ３ ６ の 小 型 化 が 図 ら れ る と 共 に ガ ス タ ー ビ ン １ ０ の 潤  
滑 油 が 過 剰 に 高 温 に な る こ と が 回 避 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 次 に 、 図 ３ を 参 照 し て 他 の 実 施 形 態 の 排 気 ガ ス 再 循 環 装 置 を 取 り 付 け ら れ た ガ ス タ ー ビ  
ン の 構 成 を 詳 細 に 説 明 す る 。 な お 、 図 ３ に お い て 、 図 ２ に 対 応 す る 部 分 は 、 図 ２ に 付 し た  
符 号 と 同 一 の 符 号 を 付 け て 、 そ の 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 こ の 実 施 形 態 で は 、 空 冷 ク ー ラ ３ ４ 、 油 冷 ク ー ラ ３ ６ 及 び Ｅ Ｇ Ｒ 制 御 弁 ３ ８ が ガ ス タ ー  
ビ ン １ ０ の 外 側 に て 、 ガ ス タ ー ビ ン １ ０ の 周 方 向 に 沿 っ て 配 列 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 こ の 構 成 に よ れ ば 、 ガ ス タ ー ビ ン １ ０ の 外 方 に 設 け ら れ る 空 冷 ク ー ラ ３ ４ 、 油 冷 ク ー ラ  
３ ６ 及 び Ｅ Ｇ Ｒ 制 御 弁 ３ ８ の 配 置 の た め の 占 有 ス ペ ー ス 、 特 に 径 方 向 ス ペ ー ス が 、 空 冷 ク  
ー ラ ３ ４ 、 油 冷 ク ー ラ ３ ６ 及 び Ｅ Ｇ Ｒ 制 御 弁 ３ ８ が ガ ス タ ー ビ ン １ ０ の 径 方 向 に 沿 っ て 配  
列 さ れ て い る 場 合 に 比 し て 小 さ く て 済 む 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 以 上 で 具 体 的 な 実 施 形 態 の 説 明 を 終 え る が 、 本 発 明 は 上 記 実 施 形 態 や 変 形 例 に 限 定 さ れ  
る こ と な く 、 幅 広 く 変 形 実 施 す る こ と が で き る 。 例 え ば 、 再 循 環 排 気 ガ ス は 、 図 １ に 仮 想  
線 に よ り 示 さ れ て い る Ｅ Ｇ Ｒ 供 給 管 １ ０ ０ に よ っ て 、 吸 気 通 路 ２ ０ に 代 え て も 燃 焼 室 ７ ４  
に 供 給 さ れ て も よ い 。 送 風 フ ァ ン ４ ８ の 回 転 駆 動 は 、 タ ー ビ ン １ ６ に 限 ら れ る こ と な く 、  
図 １ に 仮 想 線 に よ り 示 さ れ て い る よ う に 、 電 動 機 １ ０ ２ に よ っ て 行 わ れ て も よ い 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ８ 】
１ ０     ： ガ ス タ ー ビ ン
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１ ２     ： 回 転 軸
１ ４     ： コ ン プ レ ッ サ
１ ６     ： タ ー ビ ン
１ ８     ： 燃 焼 器
２ ０     ： 吸 気 通 路
２ ２     ： 排 気 ガ ス 通 路
２ ４     ： 出 力 軸
２ ６     ： 発 電 機
３ ０     ： 排 気 再 循 環 装 置
３ ２     ： 排 気 再 循 環 通 路 （ Ｅ Ｇ Ｒ 通 路 ）
３ ４     ： 空 冷 ク ー ラ
３ ６     ： 油 冷 ク ー ラ
３ ８     ： Ｅ Ｇ Ｒ 制 御 弁
４ ０     ： Ｅ Ｇ Ｒ 制 御 装 置
４ ２     ： シ ェ ル
４ ４     ： フ ァ ン ダ ク ト
４ ６     ： 回 転 軸
４ ８     ： 送 風 フ ァ ン
５ ０     ： 前 部 端 板
５ ２     ： 前 部 ハ ウ ジ ン グ
５ ４     ： 中 間 ハ ウ ジ ン グ
５ ６     ： 後 部 ハ ウ ジ ン グ
５ ８     ： コ ン プ レ ッ サ 室
６ ０     ： コ ン プ レ ッ サ ハ ウ ジ ン グ
６ ２     ： 抽 気 出 口
６ ４     ： 抽 気 出 口 部 材
６ ６     ： 空 気 取 入 案 内 部 材
６ ８     ： 空 気 取 入 口
７ ０     ： コ ン プ レ ッ サ ホ イ ー ル
７ ２     ： デ ィ フ ュ ー ザ
７ ４     ： 燃 焼 室
７ ５     ： 吸 気 取 入 口
７ ６     ： タ ー ビ ン 室
７ ７     ： 噴 射 ノ ズ ル
７ ８     ： タ ー ビ ン 室
７ ９     ： 隔 壁 部 材
８ ０     ： タ ー ビ ン ホ イ ー ル
８ ２     ： 排 気 管
８ ４     ： 排 気 通 路
８ ６     ： ロ ー タ 軸
８ ８     ： 軸 受
９ ０     ： 排 気 ガ ス 取 出 口
９ ２     ： 排 気 ガ ス 供 給 口
９ ４     ： 排 気 ガ Ｅ Ｇ Ｒ 供 給 管
９ ６     ： Ｅ Ｇ Ｒ 供 給 管
９ ８     ： Ｅ Ｇ Ｒ 供 給 管
１ ０ ０   ： Ｅ Ｇ Ｒ 供 給 管
１ ０ ２   ： 電 動 機
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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